
▲ パレットごうつ市民交流広場

コロナ禍においても、地域のつながりを絶やさ
ないように、感染防止対策を講じて、ペタンクゲー
ム大会を実施された、高浜ふれあいサロン「なぎ
さ会」を紹介します。

この会は、地域の住民がつながり続けることを
強く意識して、誰でも笑顔で気軽に参加できる地
域の居場所となるサロンを目指しています。

当日は、30名を超える参加者が、郷田コミュニ
ティ協議会及び高浜地区体育協会の協力を得なが
ら、ペタンクゲームを楽しみました。

参加者から、「ペタンクは誰でも簡単にできて、
日頃の運動不足が解消した」、「皆と和やかな会話
と運動ができた」などの感想が聞けました。

楽しみながら、健康づくり!
〜高浜ふれあいサロン〜

今月の「シリーズ権利擁護♬」は
民生委員・児童委員活動と権利擁護
是非、ご覧ください!!　▶６ページ
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令和２年度 決算概要（資金収支内訳書）
期間　自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日

サ ー ビ ス 区 分 収入決算額 支出決算額 次年度繰越金 備　　　考
１．法人運営事業資金収支内訳書 50,889,787 49,265,744 1,624,043
２．ふれあいのまちづくり事業資金収支内訳書 714,000 714,000 0
３．機関誌発行事業資金収支内訳書 1,272,000 1,272,000 0
４．社会福祉大会事業資金収支内訳書 540,000 540,000 0

共同募金助成事業

５．点字広報紙「ごうつ社協」発行事業資金収支内訳書 8,000 8,000 0
６．和光園大学事業資金収支内訳書 334,076 334,076 0
７．一人暮らし老人宅訪問事業資金収支内訳書 150,000 150,000 0
８．敬老会事業資金収支内訳書 230,000 230,000 0
９．福祉実施校助成事業資金収支内訳書 676,000 676,000 0
10．地域福祉学習推進事業資金収支内訳書 200,000 200,000 0
11．活動基金運営事業資金収支内訳書 6,555,779 6,097,084 458,695
12．民生基金貸付事業資金収支内訳書 1,069,953 60,000 1,009,953
13．法人後見事業資金収支内訳書 4,414,535 3,135,661 1,278,874
14．福祉バンク運営事業資金収支内訳書 1,851,486 745,970 1,105,516
15．骨髄バンク基金事業資金収支内訳書 332,835 100,000 232,835
16．フードバンク基金事業資金収支内訳書 54,654 0 54,654
17．ボランティアセンター事業資金収支内訳書 7,512,731 7,006,800 505,931
18．生活福祉資金資金収支内訳書 530,700 530,700 0 県社協受託事業
19．日常生活自立支援事業資金収支内訳書 11,510,900 11,510,900 0 　　　〃
20．地域介護予防活動支援事業資金収支内訳書 3,028,142 3,028,142 0 市受託事業
21．市民後見推進事業資金収支内訳書 735,500 735,500 0 　　〃
22．高齢者等生活支援体制整備事業資金収支内訳書 12,500,000 12,500,000 0 　　〃
23．生活困窮者自立支援事業資金収支内訳書 9,110,000 9,110,000 0 　　〃
24．指定寄付金配分事業資金収支内訳書 846,862 638,077 208,785

合　　　　　　　計 115,067,940 108,588,654 6,479,286

(単位：円）

令和２年度　江津市社会福祉協議会の決算を報告します
財産目録

貸借対照表

(単位：円）

流動資産 7,055,416 その他の固定資産 118,342,038 流動負債 576,130
　現金 0 　車両運搬具 5,520,976 　未払費用 71,000
　預貯金 7,055,416 　器具及び備品 5,941,095 　預り金 505,130
　事業未収金 0 　長期貸付金 1,262,540 固定負債 0
固定資産 121,820,108 　民生基金積立資産 12,318,000
基本財産 3,478,070 　社会福祉活動基金積立資産 84,811,510 負債の部合計 576,130
　基本財産特定預金 900,000 　運用資金積立資産 7,561,527
　有価証券 100,000 　骨髄バンク基金積立資産 900,000
　建物 603,694 　長期前払費用 26,390
　土地 1,874,376 資産の部合計 128,875,524 差引純資産 128,299,394

(単位：千円）

借　　　　　方 貸　　　　　方
流 動 資 産 7,055 流   動   負   債 576
固 定 資 産 121,820 固   定   負   債 0

基 本 金 2,906
基 　 　 　 　 　 　 金 97,130
国庫補助金等特別積立金 2,064
積 立 金 8,462
繰 越 金 17,737

計 128,875 計 128,875
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令和３年度 江津市社会福祉協議会の事業計画及び予算を紹介します

基 本 方 針

目標と活動内容
Ⅰ．地域福祉を担う人づくり

Ⅲ．地域福祉を支える支援体制づくり

Ⅱ．地域づくりを展開するまちづくり

①福祉教育実施校助成事業　②地域福祉学習推進モデル事業　③あいサポート運動の推進　④江津市総合社会福祉大会の開催
⑤福祉ふれあいチャリティーバザーの開催　⑥生活支援体制整備事業

⑴福祉教育の推進と地域福祉の意識づくり

①福祉バンク運営事業（福祉用具貸出事業）　②地域介護予防活動支援事業（再掲）　③生活支援まごころフレッシュサービス事業
④江津和光園大学ふれあい教室の開催　⑤歳末声かけボランティアの実施　⑥骨髄バンク基金事業　⑦福祉バス運行事業
⑧生活福祉資金貸付事業　⑨民生基金貸付事業

⑴サービスの提供体制づくり

①ふれあい福祉センター総合相談事業　②福祉委員制度の周知（再掲）　③ホームページの更新　④広報紙の発行
⑤広報紙の点訳提供　⑥広報紙の音訳提供

⑵相談体制・情報提供体制の充実

①日常生活自立支援事業　②法人後見受任事業　③権利擁護人材の育成
⑶権利擁護・虐待防止対策の推進

①生活困窮者自立相談支援事業　②緊急一時食糧支援事業（フードバンク事業）　③生活困窮者日用品等提供事業
④入居債務保証支援事業

⑷生活困窮者等の自立支援の推進

①福祉バス運行事業　②社協地区支会との連携強化と活動の活性化（再掲）　③民間助成事業の利用支援（再掲）
④社会福祉活動基金事業（福祉団体助成）　⑤本市社協の体制づくり　⑥生活支援体制整備事業（再掲）

⑸地域福祉に関する基盤整備

①江津市民生児童委員協議会　②江津市老人クラブ連合会（一部受託）　③島根県共同募金会江津市共同募金委員会
④日本赤十字社島根県支部江津市地区

⑹団体事務の受託

①地域福祉座談会の開催　②民間助成事業の利用支援（再掲）　③社協地区支会との連携強化と活動の活性化
④地域介護予防活動支援事業　⑤障がい者サロンの設置検討　⑥福祉委員制度の周知　⑦生活支援体制整備事業（再掲）

⑴地域福祉活動の体制づくり

①ボランティアの養成　②ボランティアリーダーの養成　③意思疎通・移動支援ボランティアの養成　④ボランティア登録の促進
⑤ボランティア団体連絡会の開催　⑥ボランティアセンターの運営評価　⑦民間助成事業の利用支援
⑧ボランティアセンターの機能充実

⑵ボランティアなど市民活動の育成、支援

①江津市社会福祉法人連絡会の活動推進
⑵地域の関係機関の連携体制づくり

①災害ボランティアセンターの体制整備　②地域介護予防活動支援事業（再掲）
⑶安心・安全を支える地域のネットワークづくり

　少子高齢化が急速に進み、家族の規模や構成、働き方の変容などの社会構造の変化を背景に、家族や職場、地域の支え合
い機能が低下しており、孤立や虐待、経済的困窮、貧困の連鎖など、従来の制度やサービスの枠組みだけでは対応できない
制度の狭間の問題や複合的な課題が顕在化しています。
　更に、昨年から続いている新型コロナウイルスの流行は、生活様式や経済活動、地域活動などに多大な影響を与え、生活
しづらさや孤立、経済的困窮などの課題を抱える人が多く発生しています。
　また、国においては、「地域共生社会」の実現を目指し、「地域共生社会推進検討委員会」を立ち上げ、令和元年12月に
最終的なとりまとめが報告されました。この報告の中で、本人・世帯が有する複合的な課題を包括的に受け止め、継続的な
伴走支援を行いつつ、適切に支援していくため、市町村による「断らない相談支援」「参加支援（社会とのつながりや参加
の支援）」「地域づくりに向けた支援」を一体的に行うという方向性が示された「改正社会福祉法」が令和３年４月から施行
されました。
　本協議会では、改正社会福祉法の基本的な考えを踏まえつつ、「第３次江津市地域福祉活動計画」に基づき、地域住民か
ら寄せられる多様な生活課題を受け止め、行政はもとより地域住民、民生委員・児童委員、社会福祉施設、ボランティア、
NPO団体などと協力し、地域における連携・協働の場づくりや仕組みづくりを行い、その解決や予防に向けた取り組みを
進めます。
　誰もが安心して暮らすことのできる福祉のまちづくりを使命とする社協として、今日的課題をしっかり受け止め、その解
決に向けた取り組みを進め、自助、共助、公助を複合的に組み合わせた地域福祉活動により福祉の江津（まち）づくりの実
現を目指します。
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令和３年度　江津市社協予算
収入内訳

支出内訳

(単位：円）

(単位：円）

(単位：円）

科　　目　　名 説　　　　　　　　　明 金　　額
会 費 一般会費（個人）　8,567,000　　ボランティア（個人）　9,000 8,576,000

寄 付 金 一般寄附金　20,000　　香典返し　3,426,000　　骨髄バンク寄附金　1,000　　
災害支援金　1,000　　フードバンク寄付金　1,000 3,449,000

補 助 金、 助 成 金 市補助金 39,719,000　　全社協助成金　1,000 39,720,000
受 託 金 市受託金　24,838,000　　県委託金　2,100,000 26,938,000

事 業 収 入
福祉機材貸出損傷料　1,000,000　　後見等報酬　3,312,000　　
福祉事務所分室貸付料　180,000　　日常生活自立支援事業利用料収入　538,000　　
ボランティアセンター利用料収入　1,792,000

6,822,000

償 還 金 収 入 民生基金の償還金　208,000 208,000
共 同 募 金 配 分 金 令和２年度募金結果に伴う社協事業への配分金 1,565,000
負 担 金 収 入 市民児協　410,000　　市老連　150,000　　日赤江津地区事務負担金　300,000 860,000
雑 収 入、 受 取 利 息 預金利息等 56,000

サ ー ビ ス 区 分 間
繰 入 金 収 入

各サービス区分間での資金運用額　法人運営サービス区分繰入金　　10,812,000
　　　　　　　　　　　　　　　　活動基金サービス区分繰入金　　 1,556,000
　　　　　　　　　　　　　　　　法人後見事業繰入金　　　　　　 2,000,000

14,368,000

積立預金取崩し収入 活動基金積立預金取崩　643,000　　運用資金積立預金取崩　2,000,000 2,643,000

繰 越 金

令和２年度からの繰越金
　法人運営事業費　　　　1,600,000　　活動基金運営事業　　　　　300,000
　民生基金貸付事業　　　　990,000　　福祉バンク運営事業　　　1,000,000
　骨髄バンク基金事業　　　232,000　　ボランティアセンター事業　400,000
　法人後見事業　　　　　1,080,000　　フードバンク基金事業　　　 45,000
　指定寄付金配分金事業　　208,000

5,855,000

合　　　　　　　　　　　計 111,060,000

科　　目　　名 説　　　　　　　　　明 金　　額

法 人 運 営 事 業

会議費　836,000　　事務費　3,995,000　広報費　230,000　　役員報酬　960,000　　
事務職員給与　29,687,000　　賃借料　500,000　　その他　557,000
社協運営助成金　561,000　　固定資産取得費　2,288,000
　　　　　　　　　　日常生活自立支援事業　9,662,000
サービス区分繰出金　機関誌発行事業　　　　1,272,000
　　　　　　　　　　社会福祉大会事業　　　　274,000

50,822,000

ふれあいのまちづくり事業 ふれあい福祉センター総合相談事業　714,000 714,000

ボランティアセンター事業
まごころサービス事業費　2,330,000　　歳末一人暮らし老人宅訪問諸費　874,000　　
ボランティア研修会　680,000　　会議費　40,000　　広報費　50,000　　事務費　465,000
事務職員給与　2,297,000　　保険料　50,000

6,786,000

受 託 事 業 費

県社協　生活福祉資金貸付事業　436,000　　日常生活自立支援事業　1,664,000
　　市　地域介護予防活動支援事業　3,000,000
　　　　障がい者支援ボランティア養成事業　170,000
　　　　高齢者等生活支援体制整備事業　12,500,000
　　　　生活困窮者自立支援事業　9,110,000　　市民後見推進事業　58,000

26,938,000

共 同 募 金 配 分 事 業
敬老会　230,000　　江津和光園大学　268,000　　一人暮らし老人宅歳末訪問　120,000
福祉実施校研修助成金　627,000　　社協広報点訳　8,000　　社会福祉大会　486,000　
地域福祉学習　100,000

1,839,000

活 動 基 金 運 営 事 業 福祉バスの運営　1,923,000　　団体への助成　700,000
サービス区分繰出金　ボランティアセンター事業　1,556,000 4,179,000

民 生 基 金 貸 付 事 業 民生基金の貸付　1,000,000 1,000,000
フードバンク基金事業 備品、消耗品購入　47,000 47,000
機 関 誌 発 行 事 業 ごうつ社協作成費　1,264,000　　児童福祉ポスター代　8,000 1,272,000

福 祉 バンク運 営 事 業 福祉機材の貸出事業　修繕費・備品購入代他　1,395,000
　　　　　　　　　　業務委託費　216,000 1,611,000

骨 髄 バンク基 金 事 業 見舞金の支給　200,000 200,000
日常生活自立支援事業 専門員人件費　9,662,000　　生活支援員給与他　142,000 9,804,000
法 人 後 見 事 業 後見事務費　1,192,000　　法人運営繰出金　2,000,000　　非常勤給与　700,000 3,892,000
指定寄付金配分金事業 消耗品購入代等 209,000

予 備 費

令和３年度事業予備費
　法人運営事業　　　　　413,000　　活動基金運営事業　　　200,000
　民生基金貸付事業　　　200,000　　福祉バンク運営事業　　400,000
　骨髄バンク基金事業　　 34,000　　法人後見事業　　　　　500,000

1,747,000

合　　　　　　　　　　　計 111,060,000
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●目　的
　江津市の誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進するために、地域を良くしていこうと活動す
るボランティア団体や福祉団体の緊急性の高い活動等を積極的に応援（助成）して、江津市の地域福祉の向上を図ることを
目的とします。
●助成対象
　江津市内に拠点を有する、社会福祉協議会支会･自治会･ボランティア団体等が、地域での生活課題やニーズなど柔軟に
対応する活動、地域のつながりなど共生社会づくりを推進する活動等です。
　助成対象期間は令和３年４月１日から令和４年３月31日まで。

［助成対象活動例］
〇各種相談会（子育て、ひきこもり、介護等）　　〇居場所づくり（健康生きがい、茶話会、子ども食堂、サロンやカフェ等）
〇日常生活支援（買い物、配食、ゴミ出し等）　　〇住民交流（地域の伝統文化や郷土の歴史などを通じた住民交流会等）
〇防災･防犯（防災訓練や研修、夜間パトロール等）　　〇見守り（高齢者、障がい者、子どもの見守りや声掛け）
〇子どもや学生主体活動（社会奉仕、環境美化等）　　〇地域の担い手づくり（地域での話し合いの場づくり等）
〇地域活動拠点整備（集会所など小地域の活動拠点に必要な備品整備等 ※災害等に起因するものに限る）

●助成金額および助成金決定交付の時期
　助成額は、１事業あたり原則７万円以内とします。ただし事業の内容により最大10万円まで助成可能。
　当年度の助成総額は20万円。江津市共同募金委員会審査委員会により助成を決定。決定時は８月中に助成金交付予定。

［優先する事業（活動）の基準］
　〇緊急性の高い事業（活動）　　〇新規に助成申請する団体等の事業（活動）　　〇先駆的や開拓的な事業（活動）
　○成果が十分期待できる事業（活動）　　○財源確保について当該団体等が自ら努力している事業（活動）
　○様々な機関・団体・住民と関係を持ち地域に開かれた事業（活動）や、様々な立場の住民の参加や交流がある事業（活動）
●助成対象経費
　謝金、旅費交通費、材料費、印刷費、消耗品費、通信費、備品購入費ほか（人件費、飲食のみを目的とした経費は不可）
●申請方法 【お願い：助成申請予定の場合は、必ず事前に下記お問い合わせ先までご連絡ください】

⑴所定の申請書類（助成金申請書）に必要事項を記入し提出してください。
　※「助成金申請書」は江津市社会福祉協議会内にあります。
　パソコン等による申請書作成の場合、ホームページ（https://gotsu-syakyo.jp/）からダウンロードしていただくか、

江津市社会福祉協議会代表メール（info@gotsu-syakyo.jp）宛てに、「地域で育てる支え合える心助成事業申請書デー
タ希望」のメールを送信ください。

⑵申請締め切り日　令和３年７月23日（金）必着
　※過去に本事業の助成決定を受けた団体等は、一定期間助成申請が不可になることがあります。

問い合わせ先 　江津市共同募金委員会（江津市社会福祉協議会内 ☎52-2474、✉ info@gotsu-syakyo.jp）

赤い羽根共同募金助成事業
令和３年度　地域で育てる“支え合える心”助成金事業　募集のご案内

●目　的
　江津市赤い羽根テーマ募金助成事業は、本市において地域の課題解決や地域社会づくり（まちづくりの推進）などを目指
す活動団体等が、自ら行う活動の趣旨を広く市民等に啓発するとともに、その理解と共感に基づく共同募金活動を展開して、
団体等が活動に必要な資金（共同募金助成金）確保を通じた、地域福祉の推進を図ることを目的とします。
●助成対象団体（赤い羽根テーマ募金に参加できる団体）
　福祉に係る社会課題、地域課題等を的確に捉え、その課題解決の必要性を広く市民等に伝え、共同募金の一環として、募
金の呼びかけができる※非営利団体等
※ 江津市内を活動範囲とする各種ボランティアや市民活動団体等。法人格の有無は問いません。
●募金目標額および募金活動
　江津市赤い羽根テーマ募金助成事業の参加申請する団体等は、募金目標額（最低３万円以上であれば上限はありません）
をあらかじめ設定していただきます。
　参加団体等は、令和４年１月１日から同年３月31日までに、振込用紙付きチラシ等により自らの活動の必要性を訴えなが
ら、その活動に必要な資金を主体的に調達するための募金活動を行っていただきます。
●助成金額および助成金決定交付の時期
　参加団体等への助成金は、募金実績額から事務費（事務費は募金額の10%とし千円未満は切り捨てた額。また、事務費
の上限は10万円）を控除し、加算助成金（加算助成金は、50万円以下の募金額の20%。または、50万円を超える募金額の
10%のいずれか。なお、加算助成金の上限は50万円）を加えた金額（千円未満切り捨て）になります。
　助成金の交付決定は、令和４年６月頃の予定です。
◎江津市赤い羽根テーマ募金の参加希望の場合、令和３年７月23日（金）までに下記までご連絡ください。

問い合わせ先 　江津市共同募金委員会（江津市社会福祉協議会内 ☎52-2474、✉ info@gotsu-syakyo.jp）

「令和３年度　江津市赤い羽根テーマ募金助成事業」参加団体募集のご案内
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　民生委員は、民生委員法に基づき、地域の推薦を経て、厚生労働大臣から委嘱される無償のボランティ
アで、児童福祉法に定める児童委員を兼ねています。地域の皆さんの「身近な相談相手」であり「支援へ
のつなぎ役」です。地域の皆さんが抱える生活上の悩みや心配ごとの相談にのり、必要であれば専門機関
や福祉サービスなどが受けられるように関係機関へつなぐ役割を担っています。また、高齢者や障がいの
ある方などの見守りや安否確認などにも重要な役割を果たしています。
　民生委員の相談・支援活動は、皆さんが地域で安心して生活するために必要不可欠で、認知症や障がい
などによって判断能力が不十分な状態であっても自分の住む地域でその人らしい暮らしを送ることを支援
する「権利擁護」の考え方に通ずるものがあります。

日常生活自立支援事業の利用につながったケース
【認知症のある一人暮らし女性Aさんの場合】

　近隣住民を通じて“家の電気がつかなくてエアコンが使えないので困っている”と
民生委員に相談がありました。民生委員がAさん宅を訪問して状況を確認すると、
電気代を滞納していたために使えないことが分かり、電気代の支払いをサポート
しました。この出来事をきっかけに、Aさん宅への定期的な訪問活動がスタートし
ました。“郵便物が届いたけど、どうしたらよいか分からない”などAさんから様々

な相談が入るようになりました。民生委員はAさんからの相談に対応しながら、在宅生活を送る上で、郵
便物の管理だけでなく、お金の管理や支払いなどに困っていることが分かり、江津市社会福祉協議会に相
談し、日常生活自立支援事業を利用することになりました。

民生委員と情報共有しているケース
【日常生活自立支援事業利用中のBさんの場合】

　日常生活自立支援事業で生活支援員が行う支援と並行してBさんの地区担当の民
生委員が定期的な訪問活動をされています。Bさんにとって、民生委員は自分のこ
とを気にかけてくれる身近な存在となっています。お金などを渡す生活支援員によ
る支援は決まった日にちに行うため、それ以外の日にもBさんの状況やちょっとし
た変化などをキャッチしてくださる民生委員の存在はとても大きなものです。民
生委員とBさんに関わる支援者で情報共有することでよりきめ細やかな支援に繋がっています。

民生委員・児童委員活動と権利擁護
Vol.6

江津市社会福祉協議会

人は助け合いで生きていますが、「助けて」と言えない人もおられます。
しかし、何らかのサインは出しておられます。そのサインを見逃さず
継ぐ目を皆がもち、誰もが信じあい、安心して暮らせる社会にしたい
と思います。

江津市民生児童委員協議会
鹿森偉左雄会長からのメッセージ
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NHK歳末たすけあい助成金を活用し福祉活動軽車両を購入
３月１日付けで、福祉活動用軽車両を購入しました。（令

和２年度NHK歳末たすけあい助成金を活用）
新しい車両の整備により、つながり・支え合う地域社会の

実現を目指す生活支援体制整備事業の業務が効果的に進む
ことが期待できます。

現在、中学校区ごとに生活支援コーディネーターを配置
し、地区支会や地域のコミュニティ組織等と連携して、以下
の活動を実施することにより、「誰もが住み慣れた地域で安
心して自分らしく自立した生活を送ることができる福祉の
まちづくり」を目指しています。

①地域の資源開発
②ネットワークの構築
③ 地域関係者の定期的な参加による
　情報共有及び連携・協働の場の開催

江津市連合婦人会（井上和子会長）様からがん患
者の方への手作りのタオル帽子とマスクのセットを
ご寄贈いただきました。

抗がん剤治療等で脱毛したときのために、肌触り
が良く、洗濯も可能で、衛生的なタオルを使用した
帽子とお揃いのマスクは、カラフルで、可愛い絵柄
のものを使用され、闘病中の方の気持ちが少しでも
明るくなればと願いを込め、会員の皆様が一つ一つ
心を込めて手縫いで作られています。

今回寄贈頂きましたものは、本会から浜田医療センターにあるがん相談支援センターへお届けし、必要と
される方へお渡ししていただいています。

社協会費は誰もが住み慣れた地域で助け合い、支え合い、安心して住み続けられるよう、福祉のまちづく
りに向けた事業を推進するための法人運営費を活用させていただいており、江津市の補助金、共同募金の助
成金、寄付金等とともに地域福祉活動を支える財源の大きな柱となっています。

これらを財源として推進している福祉事業は、日常生活に不安のある方への支援事業、心配ごとなどの相
談事業、小中学校の福祉教育や福祉バスの運行事業、福祉用具の貸出及び高齢者のふれあいサロン事業など、
多岐にわたります。

こうした活動を支えていただく基礎的資金として一世帯あたり1,000円の会費の拠出をお願いいたします。

今後の業務の推進に有効に活用してまいります。
共同募金（NHK歳末たすけあい募金）へ

協力いただきました皆様へ心から感謝申し上げます。

手作りタオル帽子&マスクを
ご寄贈いただきました !
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―地域福祉のために大切に
　　　活用させていただきます―ご寄附ありがとうございました

３月１日から５月31日受付分まで・順不同　※香典返し寄附金で（　）内の氏名は故人

敬川町（渡津町）
相　磯　和　弘 様 （相磯三枝子 様）
二宮町（和木町）
好　田　真　紀 様 （松浦とみ子 様）
都野津町（浅利町）
森　田　宏　徳 様 （森田　孝行 様）
東京都
武　間　一二美 様 （武間　　均 様）
静岡県（渡津町）
大　谷　俊　一 様 （大谷　忠男 様）
京都府（都野津町）
安　達　洋　子 様 （美又　定志 様）
京都府（松川町）
佐々木　静　雄 様 （佐々木　勉 様）
滋賀県（江津町）
木　谷　俊　夫 様 （木谷　數枝 様）
広島県（桜江町）
藤　田　　　隆 様 （藤田　好男 様）

跡市町
伊　藤　秀　子 様 （伊藤　幸則 様）
島　田　　　博 様 （島田サダ子 様）
二宮町
川　村　勝　幸 様 （川村　文枝 様）
村　田　玲　子 様 （村田　博司 様）
大　屋　ハツミ 様 （大屋　照雄 様）
波子町
野　海　慶　彦 様 （野海ユキヱ 様）
都野津町
倉賀野　　　宏 様 （倉賀野和継 様）
和木町
佐々木　幸　治 様 （佐々木サカヨ 様）
嘉久志町
戸　谷　けい子 様 （戸谷　博匡 様）
江津町
岡　　　佐奈栄 様 （岡　　高志 様）
花　田　節　子 様 （花田　三雄 様）
津　島　正　彦 様 （津島惠美子 様）
金　澤　照　子 様 （小川カツ子 様）

渡津町
荒　木　定　子 様 （荒木　勝吉 様）
藤　田　　　裕 様 （藤田　利光 様）
村　田　安津子 様 （村田　春樹 様）
舟　木　　光子 様 （舟木　一則 様）
沖　田　シヅヱ 様 （沖田　　保 様）
高　根　登代子 様 （高根　弘之 様）
浅利町
森　田　作　馬 様 （森田　敏子 様）
和　田　京　子 様 （和田　數夫 様）
後地町
佐々木　幹　夫 様 （佐々木キミ子 様）
藤　井　　　彰 様 （藤井　　進 様）
波積町
堤　　　年　幸 様 （堤　サトコ 様）
桜江町
坂　根　勝　子 様 （坂根　庄司 様）
森　田　勝　秋 様 （森田　安子 様）

●香典返し寄附金

桜江町　岩崎　久廣 様　　滋賀県　木谷　俊夫 様●一般寄附金

新任職員紹介 〜新しい職員を迎えました〜新事務局長就任
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本年４月１日、黒川会長より事務局
長を拝命いたしました林 徹です。い
ろいろな制約のあるなかではありま
すが、信頼され頼りにされる社会福
祉協議会を目指してまいります。ど
うぞよろしくお願い申し上げます。

５月１日より入職した松本です。社
会福祉の仕事は初めてで戸惑うこと
もありご迷惑をかけると思いますが、
住民の皆様のお役に立てるよう頑張
ります。どうぞよろしくお願いいた
します。

令和３年４月から入職しました。介護
予防活動などに参加する中で、地域
の声を関連機関につなげていきたい
と思います。よろしくお願い致します。

和木・嘉久志・郷田・渡津地区担当
生活支援コーディネーター（ ）

「ふれあい福祉センター総合相談所」【予約・お問い合わせ先】 TEL（0855）5２－６７１0  FAX（0855）5２－２３08

◎相談は無料です。また、相
談により知り得た秘密は固
く守られますので、安心し
てご相談ください。

◎福祉相談については、担当
者不在の場合もありますの
で、なるべく事前に電話等
でご相談ください。

※江津会場⇒江津市社会福祉協議会（パレットごうつ２階）
※桜江会場⇒桜江総合センター ３階トレーニングルーム（江津市社会福祉協議会桜江連絡所の隣）

法律相談【弁護士】（要予約）
７/８㈭　13：00～15：00（江津会場）
８/12㈭　13：00～15：00（江津会場）
９/９㈭　13：00～15：00（江津会場）

月曜～金曜９：00～16：00（江津会場）
（祝祭日は除く）

７/30㈮　９：00～12：00（江津会場）
８/17㈫　９：45～12：00（桜江会場）
８/27㈮　９：00～12：00（江津会場）
９/24㈮　９：00～12：00（江津会場）

福祉相談【担当職員】

一般相談【司法書士･民生委員】（要予約）

㊟新型コロナウイルスの流行状況によっては、中止や開催方法の変更（電話相談な
ど）を行う場合があります。

ごうつ 社 協
社会福祉法人 江津市社会福祉協議会

〒699-4226 江津市桜江町川戸11番地1
TEL（0855）92-1450　FAX（0855）92-0205
E-mail　sakura-s@soleil.ocn.ne.jp

（桜江連絡所）〒695-0011 江津市江津町1518番地１　江津ひと・まちプラザ内
TEL（0855）52-2474　FAX（0855）52-2308
ホームページアドレス　http://gotsu-syakyo.jp/
E-mail　info@gotsu-syakyo.jp

（本　 所）
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